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令和５年４月４日部長会議 会議録（要旨） 
 

◇日  時  令和５年４月４日（火） 午前８時35分から午前９時43分まで 

◇場  所  市役所第一庁舎５階 庁議室 

◇出 席 者   市長、西澤副市長、松山副市長、教育長、上下水道事業管理者、総務部長、企画政策部長、財政部

長、地域・市民生活部長、保健福祉部長、保健所長、こども未来部長、環境部長、商工観光部長、

新産業創造推進局長、文化スポーツ振興部長、農林部長、建設部長、都市整備部長、会計局長、  

教育次長（行政及び教育）、上下水道局長、消防局長、議会事務局長、危機管理防災監、及び関係

課職員 

 

◇会議内容 

＜市長あいさつ＞ 

・新年度最初の部長会議である。半数近くの部長が入れ替わったが、皆さんとともに気持ちを新たに市政課題に  

取り組んでいきたい。 

・昨日の新規採用職員への講話において、「今日から市職員となるが、一人の市民、一人の人間であることを忘れず

に、疑問や問題だと思うことがあれば、積極的に上司に提案をしてほしい」と申し上げたので、しっかりと受け

とめてほしい。 

・大きな課題に対し、皆で知恵を出し合いながら、行政の「縦割り」を打破していくことが重要である。闊達な   

意見の飛び交う会議とし、市役所というチームで様々な課題を乗り切っていきたい。 

・新年度予算について、重点配分した「未来へのチャレンジ施策」を中心に、市民の皆様に変化の兆しを感じて 

いただけるよう、各事業にスピード感を持って取り組んでもらいたい。 

・「ビジョン」と青木島地区の課題解決のための「プラン」について、関係部局で協力し、具体的なプランを早く  

まとめて市民にしっかり提示できるよう引き続き検討を進めてほしい。 

 

１ 報告事項 

（１） 令和５年度 予算執行方針について（財政部） 

 標記事項について、財政部長から説明した。（資料１参照） 

○質疑 

〔松山副市長〕「新たなチャレンジに挑む」という表現は重ね言葉になっているので修正した方が良い。 

〔財政部長〕表現を修正する。 

 

 

２ 協議事項 

（１）第八次長野市行政改革大綱（案）に対する市民意見等の募集結果及び大綱（案）の決定に 

ついて（総務部） 

 標記事項について、総務部長から説明した。（資料２参照） 

○質疑 

〔市長〕その他の意見として、子育て世代が外出する場所、親子が体験し、楽しめる施設の確保の要望があるが、

先日、エムウェーブ関係者と話をしたところ、平日の貸館が低調とのことだったので、親子が楽しめるような

場がつくれないか。 

〔商工観光部長〕使い方等について改めて相談したい。 
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○今後の方向性 

原案を了承 

 

（２）長野市下水道事業経営戦略（案）に対する市民意見等の募集結果及び経営戦略（案）の決定

について（上下水道局） 

 標記事項について、上下水道局長から説明した。（資料３参照） 

○質疑なし 

○今後の方向性 

原案を了承 

 

３ その他 

（１）長野駅東口公園における「Park-PFI」による便益施設(軽飲食店)設置に関するサウンディン

グ型市場調査の結果の公表について（都市整備部） 

標記事項について、都市整備部長から説明した。 

○質疑 

〔環境部長〕環境の観点からすると、飲食店からでるにおいやイベント時の音など周辺住民への影響が懸念される

ので、住民への説明や事業者への注意喚起をお願いしたい。 

〔都市整備部長〕今後打合せをお願いしたい。 

〔西澤副市長〕条例改正の必要性を教えてほしい。 

〔公園緑地課長補佐〕「長野市執行機関の附属機関の設置等に関する条例」で定める附属機関に、本件に係る選定 

委員会を追加するために改正する。 

〔企画政策部長〕今回は「Park-PFI」に係るものだから条例改正が必要ということか。 

〔総務部長〕そのとおり。 

〔上下水道事業管理者〕公園の魅力を更に高めるとともに東口エリア全体の活性化にも繋がるような施設にする 

ことがポイントだと思う。 

〔都市整備部長〕地元の活性化協議会がまちの活性化に積極的に取り組んでいただいており、また、企業とも      

タイアップしていきたい。 

〔市長〕東口公園以外にも「Park-PFI」の導入を想定している都市公園はあるのか。 

〔都市整備部長〕便益施設(軽飲食店等)を設置すれば、その分だけ遊ぶ面積が少なくなることとの兼ね合いに     

なるが、施設規模が大きいところであれば可能性はあると考えている。 

〔企画政策部長〕方向性としてはこれで進めていくこととし、詳細について今後詰めていくようお願いする。 

 

＜市長から＞ 

・情報発信、情報収集の強化に取り組んでいきたい。市の公式ＬＩＮＥやユーチューブ等の登録者数・閲覧数を  

増やしていきたい。これは担当の広報広聴課だけの仕事ではなく、各部局も一緒になって取り組んでほしい。 


